
■ 当資料は、日興アセットマネジメントが市況等についてお伝えすることを目的として作成したものであり、特定ファンドの勧誘資

料ではありません。また、弊社ファンドの運用に何等影響を与えるものではありません。なお、掲載されている見解は当資料作成
時点のものであり、将来の市場環境の変動等を保証するものではありません。■投資信託は、値動きのある資産（外貨建資産に
は為替変動リスクもあります。）を投資対象としているため、基準価額は変動します。したがって、元金を割り込むことがあります。
投資信託の申込み・保有・換金時には、費用をご負担いただく場合があります。詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご
覧ください。
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※上記は過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。

世界株式およびエネルギー株は、MSCI ACワールド
指数（米ドルベース）および同エネルギー株指数

原油価格（WTI原油先物）の推移
（2014年1月初～2018年5月9日）

米国がイラン核合意の離脱を表明
～原油価格は上振れしやすい展開に～

（年/月）

楽読
（ラクヨミ）
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1,348

（米ドル/バレル）

トランプ米大統領が8日、イラン核合意から離脱し、イランに対して最高レベルの制裁を行なうと発表したこ
とで、今後の動向に世界の注目が集まっています。

イラン核合意とは、イランが進めてきた核開発関連活動を制限する代わりに、主要国による対イラン制裁
を解除し、同国の原油輸出などを解禁するというもので、2015年に米英独仏中露の6ヵ国との間で取り決め
られました。しかしながら、トランプ氏は、2016年の大統領選挙中からイラン核合意を批判し、離脱を公約に
掲げていました。今年4月下旬以降は、欧州各国首脳による説得にもかかわらず、同氏が離脱の可能性を
強く示唆したことから、市場では、中東情勢の悪化などに伴なう先行き不透明感が嫌気されました。加えて、
世界第4位の原油埋蔵量を誇るイランの原油輸出の大幅減などが懸念されたことから、原油価格は上昇
ペースを強め、今月初旬には、WTIが2014年11月以来の水準となる1バレル＝70米ドル台に達しました。

今後のイランの動向次第では、中東情勢が緊迫化する可能性があることから、引き続き注視は必要です
が、イランのロウハニ大統領は、米国を除く5ヵ国との核合意は続けるとしており、市場でも、今回の発表内
容がある程度織り込まれていたこともあり、今のところ冷静に受け止められている模様です。そのため今後
は、イランの輸出減少を踏まえた原油の需給動向に注目が集まります。6月には、OPEC（石油輸出国機
構）総会が予定されており、需給バランスの是正に向けて行なわれているOPEC加盟国とロシアなどによる
協調減産について、2018年末である現行期限の延長の是非が議論されるとみられます。当面の原油価格
は、中東情勢の行方と供給減少の可能性への関心が高まるなか、上振れしやすい展開が続くとみられます。

2月以降の金融市場では、インフレ加速や米金利上昇への警戒感の高まりなどから、米景気のみならず、
新興国をはじめとした世界経済への影響が注視されています。原油価格の過度な上昇は、こうしたインフレ
加速の誘引につながる可能性がありますが、一方で、堅調な推移は、エネルギー関連企業や資源国への
恩恵が期待されます。そのため、原油価格が今後の世界景気にどのように影響を及ぼすかという点でも、
市場の関心を集めるとみられます。

原油価格と株価指数の推移
（2017年5月初～2018年5月9日）

グラフ起点を100として指数化

（年/月）

2017年5月以降

26.21
（16/2/11）

71.14
（18/5/9）

●原油価格

●エネルギー株

●世界株式

（信頼できると判断したデータをもとに日興アセットマネジメントが作成）

原油価格の上昇とともに
エネルギー株も
上昇を強める展開に

107.26
（14/6/20）

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
、
原
油
減
産
を
見
送
り

イ
ラ
ン
核
協
議
で
最
終
合
意

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
、
協
調
減
産
合
意

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
な
ど
4
産
油
国

が
原
油
生
産
量
の
凍
結
合
意


	スライド番号 1

